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妊纏期から子官て間にわたる担当属霞韻による繕綱支揖としての
「切れ目0ない支擾」

烏田市の平成30年度までの母子保健事業

· 汎 ※各母子保·事集で母子が麟を合わせる保●師は、
繹回違う保●師
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平成31年度以降 母子保健事業(g田市版ネウボラ） 島田市子育て支援"l=;ッド7ォーム令和4年rrが 1実施

テジク1UB園都市口家構想の令和4年'Olgl田甲子Ill ，の静閏県措●事例

相駿できる
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島田市子育て支援7==;ット7ォーム
(IT化）の殉果

・子育て支援7ラッド7ォームが構築されたこと
により、子育て世代の全住民と担当保健師を
テジタ9しでつなさ、双方のやり取りが可維とな
ることを目指す。

・侃健センターで業務のIT化を導入することに
より、偏健頷の業務（事務作業）も整理され、
担当家族に間われる時間を確偏することがで
さるようになった。

島田市子育て支援の取り組みの特徴

• 島田市で取り組んでいる乳幼児期の子ともをもっ
全ての家族への担当偽健韻による継続支援Iさ、 就
学前の児をもつ全ての住民を対象としている。

• 本取り組みは、 孤独・孤立対策の基本理念「孤
独・孤立に悩む人を誰ひとり取り残さない社会」
の実現に寄与でさ、 「当事者や家旅等が相諒でさ
る誰力1や信頼でさる誰かと対等につながっている
という形で人と人との「つながり』」を住民が実
感でさ、 かつ「各種支援施策につなくワンスト・'/
つの窓口」として担当偏健韻が担って布り、 子育
て家族の孤独・孤立対策としてモテILとなりうる。
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